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オオクチバス Micropterus salmoides は北米原産の

サンフィッシュ科の肉食性魚類であり、1925年に日本

に移入された。1) 本種は琵琶湖では1974年に初めて確

認され、その後徐々に増加して1983年には琵琶湖全域

で大繁殖した。2) 琵琶湖やその周辺の内湖でのオオク

チバスの食性は胃内容物の調査結果から魚類や甲殻類

が中心であると考えられており、3-6) 琵琶湖在来魚介類

への食害が問題となっている。一方、本種が鳥類を捕

食した事例は非常に少なく、国内ではアオジEmberiza 

spodocephala が捕食された事例や、7) 宮城県北部の伊

豆沼でオオジュリンEmberiza schoeniclusと推測され

る小型の鳥類が捕食された事例 8) が報告されている

のみである。また、琵琶湖ではそうした事例は報告さ

れていない。今回、滋賀県の外来魚駆除事業で捕獲さ

れたオオクチバスの中でカイツブリ Tachybaputus 

ruficollisを捕食した個体が確認されたので報告する。  

本報告のオオクチバスは2016年 3月 18日、午前11

時頃に琵琶湖南湖、大津市堅田地先にて行われていた

電気ショッカーボートによる駆除作業中に捕獲された

（図1）。捕獲当時、当該個体の腹部が異常に膨れてい

たことから、作業にあたった漁業者が口の中を見たと

ころ、水鳥のものと思われる脚が確認されたことから、

当場に胃内容物の確認と種判別の依頼が寄せられた。

なお、当該オオクチバスは同年3月 22日に当場にて引

き取るまで-18℃の冷凍庫で保管されていた。 

 回収したサンプルはその日のうちに解凍し、解剖を

実施した。解剖に先立って当該個体の全長（㎜）、標準

体長（㎜）、体重（BW、g）を測定した。また、解剖時

に胃内容物重量（被食鳥の重量）（SCW、g）、生殖腺重

量（GW、g）と肝臓重量（HW、g）を測定し、淀と木村

の方法 4) に従って肉質重量（SW、g）と胃内容物重量  

図1.当該オオクチバスの捕獲地点 

 

指数（SSI）を算出した。SW と SSI の算出式を以下に

示す。 

SW = BW – (SCW + GW + HW) 

SSI = (SCW / SW)×103 

被食鳥については、胃より摘出した後に嘴の先から

足先までの伸ばした状態の長さ（㎜）を測定し、その

外見的特徴から、清棲 9) を参考に種の同定を行った。 

解剖したオオクチバスは全長 476 ㎜、標準体長 381 

mmの卵巣のよく発達した成熟メスであった。オオクチ

バスとその胃内容物の様子を図2（A-C）に、各部の測

定結果と SSI、胃内容物の測定結果を表 1 に示す。本

事例で捕食されていた鳥類は、その羽色と水かきの形
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図2．解剖したオオクチバス（A）とその胃の様子（B）、摘出されたカイツブリ（C） 

 

表1．解剖したオオクチバスと摘出されたカイツブリの各種測定結果 

 

状からカイツブリと同定された。また、その体サイズ

と羽色から成鳥であると考えられた（なお、他の胃内

容物は確認されなかった）。肉質重量に占める胃内容物

量の指標であるSSIは 147.7と淀と木村 4) の報告を大

きく上回るものであった（琵琶湖内湖の西の湖でのオ

オクチバスの SSI は本事例と同等サイズのもので最大

20 程度）。また、捕食されたカイツブリの体サイズは

既存の知見 4,6) でのオオクチバスの餌料生物サイズの

約 3 倍であったことから、オオクチバスの潜在的な捕

食能力は非常に高いといえる。 

カイツブリは湖沼のヨシ帯等の沿岸域を中心に生息

しており、その生活史の大半を水上で送る。9,10) オオ

クチバスも同様に湖沼の沿岸域に生息していることか

ら、カイツブリはオオクチバスによる捕食の危険にさ

らされやすいと考えられる。加えて、本事例が確認さ

れた琵琶湖南湖の沿岸域では近年水草の異常繁茂が問

題となっていることから、11) それにより、カイツブリ

が身動きを取りづらくなる、あるいはオオクチバスの

存在に気づきにくくなり、以前に比べて捕食されやす

くなっているかもしれない。 

オオクチバスが生息することによるカイツブリへの

影響としては、直接的な捕食以外に、間接的な負の影

響（オオクチバスによる小型在来魚の減少（餌料環境

の悪化）・オオクチバスを狙った釣り人が水辺に立ち入

ることによる繁殖妨害）もあると考えられている。12,13） 

 オオクチバスによる水辺の生物への影響としては

他にトンボ類 14) や小型哺乳類 15) の捕食も知られてお

り、水辺の生態系全体にその影響が及ぶと考えられて

いる。これらの生態系への影響を早期に除去するため

に本種の駆除を強化していくことが急務である。 
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